
平成 25年 4月 24日 

各位 

株式会社 北洋銀行 

 

「ほっくー基金」より平成 24年度の寄付を行います 

～「ほっくー定期預金」へお預け入れいただいた金額に応じ 「ほっくー基金」に拠出しました～ 

 

北洋銀行は、北海道の生物多様性保護を支援するため設立した「ほっくー基金」に、24 年 4 月

1日～25年 3月 30日の期間、道民の皆さまにお預け入れいただいた「ほっくー定期預金」の金額 

に応じた拠出額を、平成 24年度分として拠出いたしました(別紙参照)。 

今回、その中から、北海道大学植物園、尻別川の未来を考えるオビラメの会、猛禽類医学研究

所釧路市動物園、ＮＰＯ法人サロベツエコネットワークへ、それぞれ 100 万円ずつ、辻井達一ラム

サール湿地基金へ 90万円、合計 590万円を寄付いたします。 

なお、寄付先の選定につきましては、使途の明確化、および公平性、透明性を図るため、当行

および北海道、北海道環境財団、日本動物園水族館協会北海道ブロックの各団体の皆さまから

なる「ほっくー基金選定協議会」(3 月 29 日に開催)における協議を経て決定いたしました(別紙参

照)。   

また、贈呈式は以下の日程で行いますので、ご案内いたします。 

 

北洋銀行は、今後も当行の店舗網ネットワークを活かし、広く道民の皆さまへ、「ほっくー定期預

金」を通じた北海道の「生物多様性保護」への参加を呼びかけ、お預け入れいただいた金額に応

じて拠出をいたします。 

また、環境に配慮した商品や金融サービスの提供を通じて、環境保護に取り組むお客さまの支

援とともに、「地域社会への貢献」を経営の重要課題とし、ＣＳＲへの取り組みを強化してまいりま

す。 

以 上  

 

日時 寄付先 場所 

5月 2日（木）15時 30分 尻別川の未来を考えるオビラメの会 後志総合振興局内 

5月 22日（水）10時 辻井達一ラムサール湿地基金 北海道環境財団内 

6月 4日（火）10時 北海道大学植物園 北海道大学植物園内 

6月 20日（木）13時 ＮＰＯ法人サロベツエコネットワーク サロベツ湿原センター内 

７月 18日（木）14時 釧路市動物園 釧路市動物園内 

7月 18日（木）16時 30分 猛禽類医学研究所 猛禽類医学研究所内 



【別紙】 

1.ほっくー基金の概要 

●ほっくー定期預金 

「ほっくー基金」の主な原資として、平成 22 年 9 月から「ほっくー定期預金」の取扱を開始しています。平成 24

年 4月～25年 3月の期間中、お客さまからお預け入れいただいた金額の 0.02 ％相当額を当行が基金に拠出

しました。 

●「ほっくー基金」の概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.決定に至る経緯 

 （ａ）北海道大学植物園 新規助成 

     絶滅危惧植物保全拠点の一つとして、北海道や高山帯の絶滅危惧種の栽培、増殖技術の解明・向上

に取り組み、植物遺伝資源の保存機関としての役割を担う。消滅の危惧に晒されている「ヒダカソウ」

「エンビセンノウ」等の生息外移植などの一助としたく、助成させていただくこととしました。 

（ｂ）尻別川の未来を考えるオビラメの会 新規助成 

     生息南限とされる尻別川のオビラメ（イトウ）の絶滅寸前危機に際し、地元有志と研究者から結成

された団体。世界で初めて確立した手法「イトウの個体群復元」及び尻別川パトロールなどへの支援

のために、助成させていただくこととしました。 

 （ｃ）ＮＰＯ法人サロベツエコネットワーク 新規助成 

 サロベツ自然環境の保全・酪農業等の地域産業の発展を目的とし、道の認証を受けて設立された NPO

法人。サロベツ湿原海岸側の稚咲内砂丘林が家畜の横断等により失われ、国立公園の湿原や特別保護区

の森林に大きな影響を与えている。当 NPO 法人にて植樹活動を行っており、包括的支援が必要なため、

助成させていただくこととしました。 

（ｄ）猛禽類医学研究所 新規助成 

保全医学をテーマとして活動する獣医医療機関。代表の齋藤医師は、野生動物の事故を根本からなく

す「環境医療」をテーマに活動している。野生動物の傷病治療に使う器具・薬品やモニタリング、研究

活動費用等、包括的支援が必要なため、助成させていただくこととしました。 

（ｅ）辻井達一ラムサール湿地基金 新規助成 

    市民団体等が実施する湿原の保全や利用、学習に関する活動へ助成するための基金。湿原研究権威

であり、選定協議会メンバーとしてご尽力いただいた、故辻井理事長の遺志を形にする目的で、（公財）

北海道環境財団が設立。生物多様性を保護するという点で「ほっくー基金」と同趣旨であることより、

助成させていただくこととしました。 

（ｆ）釧路市動物園 継続助成 

シマフクロウ分散飼育をはじめ、野生動物の保護・育成に注力しており、希少種の保護環境整備

や繁殖技術向上に努める上で、前年度に引き続き、助成させていただくこととしました。 

 

希少動植物を守るためには、その動植物だけでなく、生息域などの環境や食物連鎖を守る必要があります。 

幅広く生物多様性保護を支援させていただくため、今後も選定協議会での議論を経て、寄付先を都度決定して

まいります。 
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